
「新しき 年のはじめの 初春の 今日降る雪の いや重け吉事」
大伴家持（万葉集）

随分遅くなってしまいましたが、明けましておめでとうございます。皆様方には、希望に満ちた平
成最後の新春をお迎えのことと存じます。あらためて、昨年中の保護者の方々のご協力・ご支援に感
謝申し上げます。この歌のように、良いことがどんどん積もるといいですね。
さて、本校では現在、児童のより一層の学力の向上に向けて、「書くこと」の指導に力を入れてい

ます。これは、単に「書く」ということを目的にしたものではなく、自分の考えを書く活動と、言葉
で人に伝える「説明」「話し合い」などの活動を相互に関連づけ、やがては思考力の向上に結び付け
ていくことを目的としています。「書く」ことのメリットはたくさんあります。よく考えなければ書
けませんし、書くことによって自分の考えも整理され深まります。メモをとるにも、人の話をよく聞
かなければ書けません。ただ、「書く」ことは面倒だし、苦痛に感じる人も少なくないと思います。
私もその一人です。でも、大変なほど、頭はアクティブに活動しています。
しかし残念ながら最近は、世の中の情報化が急速に進み「書く」こと自体が少なくなってしまいま

した。仕事もＰＣで済みますし、他との連絡もメールやＳＮＳで殆ど事足りてしまいます。年賀状を
出す人もめっきり減ってしまっているそうです。その年賀状も、昔ははがきではなく、書状で出して
いたようです。今のような形式になったのは、明治になって郵便制度ができてからだ
そうです。昔の人は、今のように便利でなかった分、よく考えながら一つ一つ心を
込めて文面をしたためていたのでしょうね。
本校では、この高度情報化社会と上手く折り合いをつけながら、「書く」ことのメ

リットを最大に生かし、子どもたちの「頭」と「心」の成長と深化を目指していく
ため、研修を積んでいるところです。
教職員一丸となって頑張りますので、本年もどうぞよろしくお願いいたします。

運動会、持久走大会も終わってしまった今、子どもたちは縄跳
びに一生懸命取り組んでいます。みんないろいろな技にチャレン
ジしています。校長室にも子どもたちが縄跳び練習板を使って一
生懸命跳んでいる音が軽快に聞こえてきます。二重跳び、三重跳
びなど、高難度の技にもぜひ挑戦して欲しいです。昼休みの校庭
は古山オリンピックに参加する児童、長なわ大会に向けの練習を
する児童でいっぱいです。
古山オリンピックは、今月は「こおり鬼」です。体力をつけて

寒さもインフルエンザも吹き飛ばしてほしいですね。
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本校の先生方は、子どもにとってわかりやすく楽しい授業を行うため、毎日授業の綿密な準備と研
究を熱心に行っています。また、学校としても年間を通して定期的に先生方を対象とした勉強会を定
期的に実施しています。
特に１０月から１２月にかけては今年度は理科、総合的な学習の時間、生活科の授業について、宇
都宮大学の先生や下野市教育委員会、他校の先生先生をお招きして、授業を公開しご指導いただきま
した。授業を見ていただいた後、講師の先生と本校職員全員で熱心なディスカッションが繰り広げら
れました。どの先生も真剣な眼差しで話し合いをし、今後の授業改善についての方向性が見えてきま
した。
これからも、研究・研修は継続して行います。研修の成果を子どもたちに生かせるよう頑張ります！

期待していてくださいね。

ＰＴＡ安全委員会の皆様の全面的なご協力により、本校学区のハ
ザードマップが最新情報に改訂されました。児童昇降口（西、東）
両方の窓に大きく貼り出してあります。危険な場所、危険な道、こ
どもを守る家についての情報が分かりやすく載っています。このマ
ップを使って、事件、事故にまきこまれることのないよう、注意し
ていきます。ありがとうございました。

※ 児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。

学校ＨＰアドレス http://www.school.shimotsuke.ed.jp/e_school/koyama/
こちらからもご覧になれます

１段
左：１年 中：２年 右：３年

２段
左：４年 中：５年 右：６年

（１段、２段は公開授業の様子）

３段
授業研究会の風景

（先生方もとても真剣な表情です）

 






